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戦略企画部統計課

１ はじめに

平成24年４月24日に総務省から平成22年国勢調査の産業基本集計結果が公表された。そのう

ち、産業別の15歳以上就業者について、全国、三重県及び県内各地域間の比較による分析を行

った。

※「就業者」は平成22年9月24日から30日までの1週間に仕事をしていた人であり、「産業」はその人が実際に仕

事をしていた事業所の主な事業の種類によって分類したもの。

※就業者は県外、地域外への勤務者もあるため、当該地域内の産業構造がそのまま反映されるものではな

い。

＜参考：労働力状態＞ ※数値は三重県

※労働力率＝労働力

《概要》

●15歳以上就業者数は全国的に平成７年がピークで減少傾向。三重県は南部地域の減少幅

が大きい。

●製造業就業者割合は、三重県は２３．８％で全国（１６．１％）より７．７ポイント高く全国６位。

全国１位は滋賀県で２６．５％。県南部地域は１６．０％で全国と同レベル。県南部地域以外

は２５．５％で全国１位の滋賀県に次ぐレベル。

●県南部地域では県全体と比べ農林漁業、建設業、宿泊業,飲食サービス業の割合が高い。

（平成１７年との比較）

●全国的に「医療，福祉」が大きく上昇。

●三重県は「医療，福祉」、「運輸業，郵便業」の増加率が全国より大きく、「農業，林業，漁業」

の減少率が全国よりも大きい。

●「製造業」は全国の減少率（８．２％）と比べ三重県の減少率は５．９％と小さいが、南部地域

は１８．３％と大きく減少。
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（３） 製造業就業者の推移

製造業就業者の年次別推移を、三重県、全国、滋賀県でみると、次のグラフのようになる。

●全国的に製造業就業者割合は平成２年のバブル期をピークに減少を続けている。

●全国や全国１位の滋賀県と比較して、三重県は減少がやや緩やか。
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